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前　半 B得点

大体大が粘る早大を突き放した。

セーブも試合をより締まったものにした。

残り１０分で大体大２０番湯浅の活躍により３連取をした
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戦況

見出し 一進一退の攻防、大体大が粘る早大を終盤に突き放す

大阪体育大学スコア 28

A 得点

開催地 （都道府県名） 大阪府 会場名 丸善インテックアリーナ大阪

回戦 準決勝性別 男子
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戦況報告書作成者 野中　義博

の５連続得点が早大に流れを持ち込んだ。その後、一進一退の

確実に決めて優勢を築いた。

DFが機能しそこからの速攻の連取。また、ペナルティスローを
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第２延⾧前半

第２延⾧後半
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第１延⾧後半

前半

後半

開始から、早大ペースで試合が進行。特に早大の主将の２番山﨑

後半は大体大ペースで開始。特に前半に引き続き立体

５～１５分は互いに得点を重ねた。その中で両軍のGKの好

低下し、大体大が同点に追いついた。

１:２:３の立体DFに変更。これが功を奏し早大の得点ぺースが

ゲーム進行であったが２０分過ぎより、大体大がDFシステムを


